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(2， 4， 5， 6)及び比較化合物(8)を合成し，その構造及び環電流効果を調べた。 (1)及び(3)は当研究室にお




ヌレンの内で，同じ [14J[16Jπ電子系を有する(1 )と(5 )を比べると，母体である [16Jア文レンの
常磁性環電流の強さは，等価な Kekule構造の書けるピスデヒドロ [16Jアヌレン (8)がトリスデヒド
ロ[16Jアヌレン(7 )より小さいのに対し，縮環系においては夫々の環の常磁性環電流の強さにそれ








又， [4m+2Jアヌレノ [40+2Jアヌレン系列に属するアヌレノアヌレンで，等価な Kekule構造の










吉川君は従来のアヌレン化学の基盤に立って [4m]アヌレノ [4n+2]アヌレン系化合物のうち m=








さらに二つの [4n+2]系の縮環した非対称な [14]アヌレノ [18]アヌレンを合成して， この分子が
二種の配座異性体聞の速い平衡混合物として存在することを明かにした。
以上，古川君の研究は，従来多くの疑問が残されていた双環性アヌレンの芳香族性の問題を巧みな
実験によって解決したものであって構造有機化学に対する貢献は極めて大きい。従って本論文は理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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